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る
約
款
に
改
定
さ
れ
、
現
在
、
新
約
款
に
つ
き
法
定
代
位
を
認
め
る
幾
つ

か
の
裁
判
例
が
で
て
き
て
い
る（

２
）。

　

と
こ
ろ
で
、
所
有
権
留
保
の
法
律
構
成
と
し
て
、
特
に
い
わ
ゆ
る
担
保

権
的
構
成
を
採
る
と
売
主
に
は
動
産
売
買
先
取
特
権
が
あ
る
こ
と
に
な

り
、
両
者
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
売
主
に
担
保
目
的
に
し
か
使
え
な
い

が
し
か
し
完
全
な
所
有
権
が
帰
属
す
る
と
解
し
な
い
限
り
、
つ
ま
り
、
買

主
に
所
有
権
（
の
要
素
）
が
何
ら
か
で
も
帰
属
す
る
と
解
す
る
限
り
、
所

有
権
留
保
と
動
産
売
買
先
取
特
権
が
併
存
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
。
平
成
22
年
判
決
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
は
、
先
取
特
権
に

つ
い
て
特
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
判
決
は
こ
の
点
に
つ
い
て
言

及
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
も
こ
の
点
を
中
心
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
本

判
決
は
信
販
会
社
か
ら
の
主
張
に
対
し
丁
寧
に
論
じ
て
お
り
、
判
決
文
を

省
略
し
難
い
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
本
判
決
の
分
析
に
特
化
し
、
従
来
の

議
論
状
況
等
は
割
愛
す
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
。
な
お
、
本
判
決
は
確
定

し
て
い
る
。

【
事
実
の
概
要
】

　

Ｘ
は
、
平
成
22
年
10
月
23
日
、
新
車
を
扱
う
自
動
車
販
売
店
に
対
し
普

通
自
動
車
１
台
を
発
注
し
、
両
者
の
間
で
注
文
書
が
作
成
さ
れ
た
。
販
売

店
が
使
用
す
る
注
文
書
に
は
売
買
契
約
条
項
が
記
載
さ
れ
、
目
的
物
の
特

定
に
必
要
な
型
番
と
オ
プ
シ
ョ
ン
等
、
及
び
売
買
代
金
総
額
が
確
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
注
文
書
に
は
「
別
途
契
約
書
を
作
成
す
る
場
合
に
は
そ
の
約

款
に
よ
る
」
と
の
記
載
が
あ
っ
た
。

　

最
高
裁
平
成
22
年
6
月
4
日
判
決
民
集
64
巻
４
号
１
１
０
７
頁（
以
下
、

「
平
成
22
年
判
決
」
と
い
う
）
は
、
信
販
会
社
は
、
所
有
者
の
登
録
が
な

さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
合
意
に
基
づ
き
留
保
し
た
所
有
権
を
別
除
権
と
し

て
行
使
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
判
示
し
た
。
素
直
に
読
む
限
り
、
所

有
権
は
信
販
会
社
に
帰
属
し
、
行
使
の
み
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る（

１
）。

こ
の
平
成
22
年
判
決
を
う
け
て
、
実
務
上
で
は
「
法
定
代
位
」
を
明
示
す

判
例
研
究

製
造
メ
ー
カ
ー
系
列
の
信
販
会
社
に
よ

る
所
有
権
留
保
を
利
用
し
た
自
動
車
販

売
に
お
い
て
、
所
有
権
留
保
の
実
行
後

に
買
主
が
破
産
し
た
と
き
に
、
自
動
車

が
破
産
者
の
責
任
財
産
を
構
成
し
、
信

販
会
社
は
先
取
特
権
を
有
す
る
が
留
保

所
有
権
の
行
使
に
有
害
性
を
認
め
た
事

例
（
名
古
屋
高
裁
判
決
平
成
28
年
11
月

10
日
金
法
２
０
５
６
号
62
頁
）

田　

村　

耕　

一
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も
受
領
し
て
い
る
。

　

Ｙ
は
、
Ｘ
に
対
し
、
本
件
自
動
車
の
任
意
の
引
渡
し
を
求
め
た
が
、
Ｘ

は
そ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
裁
判
所
に
対
し
、
本
件
自
動
車
の
引
渡

断
行
の
仮
処
分
を
申
し
立
て
、
同
年
10
月
25
日
、
こ
れ
を
認
め
る
旨
の
決

定
が
出
さ
れ
た
。
Ｙ
は
、
同
年
11
月
６
日
、
同
仮
処
分
の
執
行
に
よ
り
本

件
自
動
車
の
引
渡
し
を
受
け
、
同
月
12
日
、
本
件
自
動
車
を

２
１
２
万
２
４
１
０
円
で
売
却
し
、
そ
の
代
金
を
上
記
代
位
弁
済
額
及
び

督
促
費
用
（
２
１
０
円
）

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
充
当
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｙ
は
、
Ｘ
の
管
財
人
を
被
告
と
し
て
、
本
件
自
動
車
の
引
渡

し
及
び
破
産
者
が
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
代
金
の
残
債
務

の
支
払
を
求
め
て
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
、
平
成
26
年
１
月
21
日
、
Ｙ

の
請
求
を
い
ず
れ
も
認
容
す
る
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
。

　

同
年
８
月
19
日
、Ｘ
に
対
す
る
破
産
手
続
開
始
が
決
定
し
た
。
そ
こ
で
、

Ｘ
の
管
財
人
は
、
所
有
権
留
保
が
設
定
さ
れ
た
本
件
自
動
車
は
Ｘ
の
責
任

財
産
を
構
成
し
破
産
財
団
を
構
成
す
る
も
の
だ
か
ら
、
Ｘ
の
本
件
自
動
車

の
引
渡
し
、
そ
の
後
、
Ｙ
に
お
い
て
換
価
清
算
し
充
当
し
た
点
は
代
物
弁

済
で
あ
っ
て
、
有
害
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
破
産
法
１
６
２

条
１
項
柱
書
き
か
っ
こ
書
き
の
「
既
存
の
債
務
の
消
滅
に
関
す
る
行
為
」

に
該
当
す
る
か
ら
、
破
産
法
１
６
２
条
１
項
１
号
イ
、
１
６
５
条
に
基
づ

い
て
否
認
権
を
行
使
す
る
と
の
訴
訟
を
提
起
し
た
（
自
動
車
の
価
格
も
争

わ
れ
て
い
る
が
割
愛
す
る
）。

　

平
成
27
年
12
月
３
日
、
原
審
は
、「
本
件
自
動
車
の
引
揚
、
換
価
清
算
、

充
当
の
終
了
し
た
本
件
で
は
、
Ｘ
が
破
産
開
始
決
定
を
受
け
た
時
点
に
お

　

自
動
車
販
売
金
融
事
業
及
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
事
業
等
を
営
む
株
式

会
社
（
製
造
会
社
の
系
列
会
社
）
で
あ
る
Ｙ
は
、
同
年
11
月
13
日
、
販
売

店
及
び
Ｘ
と
の
三
者
間
で
、
本
件
自
動
車
の
割
賦
販
売
契
約
（
以
下
「
本

件
売
買
契
約
」
と
い
う
。）
及
び
保
証
委
託
契
約
（
以
下
「
本
件
保
証
委

託
契
約
」
と
い
い
、併
せ
て
「
本
件
契
約
」
と
い
う
。）
を
締
結
し
、Ｘ
は
、

販
売
店
か
ら
代
金
３
９
２
万
４
６
２
２
円
で
本
件
自
動
車
を
買
い
受
け
、

即
日
支
払
っ
た
頭
金
１
０
７
万
２
３
８
０
円
を
控
除
し
た
残
金

２
８
５
万
２
２
４
２
円
を
分
割
し
て
支
払
う
旨
を
約
定
す
る
と
と
も
に
、

Ｙ
は
、
本
件
保
証
委
託
契
約
に
基
づ
き
、
販
売
店
に
対
す
る
Ｘ
の
上
記
割

賦
売
買
代
金
債
務
を
連
帯
保
証
し
た
（
以
下
、
当
該
契
約
書
を
「
本
件
契

約
書
」
と
い
う
。）。
Ｘ
は
、
所
有
者
を
販
売
店
、
使
用
者
を
Ｘ
と
し
て
登

録
さ
れ
た
本
件
自
動
車
の
引
渡
し
を
受
け
た
（
な
お
、
契
約
成
立
日
に
つ

い
て
私
見
と
し
て
は
注
文
書
の
時
点
と
考
え
る
が
、
本
段
落
で
は
判
決
文

の
引
用
の
マ
マ
と
し
た
。）。

　

Ｘ
は
、
本
件
売
買
契
約
に
基
づ
く
賦
払
金
に
つ
き
、
平
成
25
年
７
月
17

日
支
払
分
か
ら
の
支
払
を
怠
っ
た
た
め
、
Ｙ
は
、
保
証
債
務
の
履
行
と
し

て
、
販
売
店
に
対
し
、
同
日
、
賦
払
金
合
計
の
残
額
２
１
２
万
２
２
０
０

円
を
弁
済
し
た
。

　

Ｘ
の
代
理
人
は
、
Ｘ
の
各
債
権
者
に
対
し
、
同
年
７
月
27
日
付
け
「
債

務
整
理
開
始
通
知
（
破
産
申
立
予
定
）」
と
題
す
る
書
面
を
送
付
し
、
同

通
知
は
、
Ｙ
の
も
と
へ
は
、
遅
く
と
も
同
年
８
月
９
日
ま
で
に
は
到
達
し

た
。
ま
た
、
Ｙ
は
、
Ｘ
が
一
切
の
支
払
を
停
止
す
る
こ
と
を
通
知
す
る
旨

が
記
載
さ
れ
た
同
法
律
事
務
所
か
ら
の
同
年
８
月
８
日
付
け
「
通
知
書
」
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切
な
く
、
本
件
自
動
車
は
破
産
者
の
責
任
財
産
を
構
成
し
な
い
と
の
Ｙ
の

主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２　

争
点
（1）
イ
（
本
件
自
動
車
の
留
保
所
有
権
者
は
Ｙ
の
み
か
、
販
売
店

も
留
保
所
有
権
者
か
）
に
つ
い
て

（1）
…
本
件
契
約
で
は
、
本
件
自
動
車
の
所
有
名
義
は
原
則
と
し
て
販
売
店

と
す
る
こ
と
（
本
件
契
約
書
の
「
割
賦
販
売
契
約
・
保
証
委
託
契
約
共
通

条
項
」
１
条
１
項
）、
本
件
自
動
車
の
所
有
権
は
、
本
件
契
約
の
効
力
発

4

4

4

4

4

4

生
と
同
時
に

4

4

4

4

4

販
売
店
か
ら
Ｙ
に
移
転
す
る
こ
と
（
同
条
２
項
）、
Ｙ
は
、

破
産
者
の
販
売
店
に
対
す
る
本
件
自
動
車
の
賦
払
金
の
支
払
債
務
や
破
産

者
の
Ｙ
に
対
す
る
求
償
債
務
そ
の
他
破
産
者
の
Ｙ
に
対
す
る
全
て
の
債
務

を
破
産
者
が
履
行
す
る
ま
で
、
本
件
自
動
車
の
所
有
権
を
留
保
す
る
こ
と

（
同
条
３
項
）
が
約
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ｘ
が
同
条
３
項
の
全
て
の
債

務
を
履
行
し
た
時
点
で
あ
っ
て
も
、
Ｘ
が
本
件
自
動
車
に
関
し
販
売
店
に

対
し
部
修
代
等
の
債
務
の
支
払
を
遅
滞
し
て
い
る
場
合
に
は
、
本
件
自
動

車
の
所
有
権
が
Ｙ
か
ら
販
売
店
に
移
転
す
る
こ
と
（
同
条
４
項
）、
Ｘ
は
、

販
売
店
又
は
Ｙ
が
同
条
に
基
づ
い
て
本
件
自
動
車
の
所
有
権
を
留
保
し
て

い
る
間
は
、
善
管
注
意
義
務
を
負
い
、
一
定
の
行
為
に
関
し
て
は
、
販
売

4

4

店
又
は

4

4

4

Ｙ
の
承
諾
を
要
す
る
旨
（
同
共
通
条
項
２
条
１
項
）
が
約
定
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
本
件
契
約
書
の
上
記
文
言
、
特
に
、
本
件
自
動
車
の
留

保
所
有
権
が
販
売
店
か
ら
Ｙ
あ
る
い
は
Ｙ
か
ら
販
売
店
に
移
転
す
る
旨
が

約
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
契
約
に
お
い
て
は
、
本
件
自

動
車
の
留
保
所
有
権
が
販
売
店
又
は
Ｙ
の
い
ず
れ
か
に
属
し
、
販
売
店
独

い
て
、
本
件
自
動
車
の
所
有
権
は
、
Ｘ
に
帰
属
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
Ｘ
の
責
任
財
産
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
Ｘ
が
破
産
開

始
決
定
を
受
け
た
時
点
に
お
い
て
、
本
件
自
動
車
が
所
有
権
留
保
者
に
よ

り
引
き
揚
げ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
れ
ば
、
留
保
さ
れ
た
担
保
目
的
に

縮
減
さ
れ
た
所
有
権
は
、
別
除
権
に
あ
た
る
の
で
あ
り
、
本
件
の
よ
う
な

所
有
権
留
保
実
行
の
結
果
は
、
別
除
権
の
行
使
と
同
一
の
結
果
が
実
現
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
有
害
性
が
認
め
ら
れ
な

い
」
と
判
示
し
た
。

　【
判
旨
】（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）

第
３　

当
裁
判
所
の
判
断

１　

争
点
（1）
ア
（
本
件
自
動
車
は
Ｘ
の
責
任
財
産
を
構
成
し
て
い
た
か
）

に
つ
い
て

　

…
本
件
契
約
で
は
、
本
件
売
買
契
約
に
基
づ
く
Ｘ
の
販
売
店
に
対
す
る

本
件
自
動
車
の
賦
払
金
債
務
等
が
完
済
さ
れ
る
ま
で
、
本
件
自
動
車
の
所

有
権
は
Ｙ
に
留
保
さ
れ
、
Ｘ
は
、
期
限
の
利
益
を
喪
失
し
た
場
合
等
に
は
、

本
件
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
弁
済
の
た
め
、
直
ち
に
本
件
自
動
車
を
Ｙ
に

引
き
渡
す
こ
と
が
約
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
言
に
照
ら

せ
ば
、
当
該
所
有
権
留
保
が
債
権
担
保
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た

4

4

4

4

4

こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
本
件
自
動
車
に
設
定
さ
れ
た

4

4

4

4

4

所
有
権
留
保
は
、
破
産
手

続
と
の
関
係
で
は
別
除
権
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
（
最
高
裁
平
成

22
年
判
決
参
照
）、
Ｘ
が
本
件
自
動
車
の
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
は
一
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の
手
当
て
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
注
文
書

に
よ
っ
て
本
件
自
動
車
に
設
定
さ
れ
た

4

4

4

4

4

販
売
店
の
留
保
所
有
権
は
、
本
件

契
約
に
よ
っ
て
Ｙ
に
移
転
し
（
割
賦
販
売
契
約
・
保
証
委
託
契
約
共
通
条

項
１
条
２
項
）、
そ
の
後
は
Ｙ
の
み
が
本
件
自
動
車
の
留
保
所
有
権
者
で

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
…

（3）
そ
う
す
る
と
、
本
件
契
約
で
は
、
本
件
契
約
が
Ｘ
、
販
売
店
及
び
Ｙ
と

の
間
で
成
立
し
た
時
点
で
、
本
件
自
動
車
の
留
保
所
有
権
者
は
Ｙ
の
み
と

な
っ
た
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

３　

争
点
（1）
ウ
（
Ｙ
が
本
件
自
動
車
の
引
渡
し
を
受
け
た
こ
と
等
は
、
偏

頗
的
債
務
消
滅
行
為
と
し
て
否
認
の
対
象
と
な
る
か
、
Ｙ
に
よ
る
適
法
な

権
利
行
使
か
）
に
つ
い
て

（1）
上
記
の
と
お
り
、
本
件
で
は
、
本
件
自
動
車
の
留
保
所
有
権
者
は
Ｙ
の

み
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
が
、本
件
自
動
車
の
所
有
名
義
は
販
売
店
に
あ
り
、

Ｙ
は
対
抗
要
件
を
備
え
て
い
な
い
か
ら
、
Ｙ
が
仮
処
分
の
執
行
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

Ｘ

か
ら
本
件
自
動
車
の
引
渡
し
を
受
け
た
こ
と
は
、
破
産
法
上
、
別
除
権
者

と
し
て
の
地
位
が
認
め
ら
れ
な
い
担
保
権
を
実
行
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
（
最
高
裁
平
成
22
年
判
決
参
照
）。

　

そ
し
て
、
…
Ｙ
は
、
遅
く
と
も
平
成
25
年
８
月
９
日
の
時
点
で
Ｘ
が
破

産
手
続
開
始
を
申
し
立
て
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
、
同
年
10

月
17
日
に
Ｘ
の
賦
払
金
合
計
の
残
額
全
額
を
販
売
店
に
代
位
弁
済
し
、
同

年
11
月
6
日
に
本
件
自
動
車
の
引
渡
し
を
受
け
、
同
月
12
日
に
本
件
自
動

車
を
２
１
２
万
２
４
１
０
円
で
売
却
し
、
そ
の
代
金
を
自
己
の
債
権
に
充

当
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、Ｘ
の
行
為
（
本
件
自
動
車
の
引
渡
し
）

自
の
留
保
所
有
権
と
Ｙ
独
自
の
留
保
所
有
権
が
併
存
す
る
こ
と
は
約
定
さ

れ
て
お
ら
ず
、Ｙ
が
Ｘ
か
ら
本
件
自
動
車
の
引
渡
し
を
受
け
た
時
点
で
は
、

Ｙ
の
み
が
本
件
自
動
車
の
留
保
所
有
権
者
で
あ
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当

で
あ
る
。

（2）
他
方
、
Ｙ
は
、
本
件
で
は
、
注
文
書
に
基
づ
く
販
売
店
独
自
の
留
保
所

有
権
と
本
件
契
約
書
に
基
づ
く
Ｙ
独
自
の
留
保
所
有
権
が
併
存
し
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
状
態
を
認
め
る
べ
き
必
要
性
も
合
理
性
も
あ
る
旨
主
張

す
る
。

ア　

な
る
ほ
ど
、
注
文
書
の
売
買
契
約
条
項

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で
は
、
Ｘ
が
本
件
自
動
車
代

金
等
の
債
務
を
完
済
し
た
と
き
に
本
件
自
動
車
の
所
有
権
は
Ｘ
に
移
転
す

る
が
、
Ｘ
が
本
件
自
動
車
代
金
等
の
債
務
を
完
済
し
た
日
に
お
い
て
、
Ｘ

が
本
件
自
動
車
に
関
し
部
修
代
そ
の
他
の
債
務
の
支
払
を
正
当
な
理
由
な

く
遅
滞
し
て
い
る
と
き
は
、
引
き
続
き
販
売
店
は
本
件
自
動
車
の
所
有
権

を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
４
条
１
項
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
注
文
書
の
売
買
契
約
条
項
柱
書
に
は
、「
割
賦
販
売

契
約
書
ま
た
は
そ
の
他
の
売
買
契
約
書
を
別
途
作
成
す
る
場
合
は
、
そ
の

約
款
に
よ
る
も
の
と
し
ま
す
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
同
注
文
書
表
面

に
記
載
さ
れ
た
留
意
事
項
〔
右
下
囲
み
部
分
〕
に
は
、「
別
途
契
約
書
を

作
成
し
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
注
文
書
が
契
約
書
に
な
り
ま
す
。」
と
も

記
載
さ
れ
て
い
る
。）
こ
と
に
加
え
、
そ
の
表
題
が
「
新
車
ご
注
文
書
」

で
あ
り
、
作
成
日
付
も
本
件
契
約
締
結
に
先
立
つ
平
成
22
年
10
月
23
日
で

あ
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
注
文
書
に
お
け
る
所
有
権
留
保
条
項
は
、
Ｙ
を

含
め
た
本
件
契
約
が
成
立
す
る
ま
で（
あ
る
い
は
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
）
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目
的
物
を
担
保
権
者
に
代
物
弁
済
し
た
と
き
で
も
、
被
担
保
債
権
の
弁
済

期
が
到
来
し
、
被
担
保
債
権
額
と
担
保
目
的
物
の
価
額
と
の
均
衡
が
と
れ

て
い
る
限
り
、
Ｘ
の
行
為
は
破
産
債
権
者
に
と
っ
て
有
害
と
は
い
え
な
い

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
の
は
、
代
物

弁
済
を
否
認
の
対
象
と
し
て
、
目
的
物
を
破
産
財
団
に
取
り
戻
し
た
と
し

て
も
、
当
該
財
産
に
つ
い
て
は
担
保
権
者
が
別
除
権
を
行
使
す
る
こ
と
に

な
り
、
一
般
債
権
の
引
当
て
と
し
て
期
待
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

本
件
に
お
い
て
は
、販
売
店
は
Ｘ
に
対
し
動
産
売
買
先
取
特
権
を
有
し
、

保
証
債
務
を
履
行
し
た
Ｙ
は
、
法
定
代
位
に
よ
り
移
転
し
た
動
産
売
買
先

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

取
特
権
を
有
す
る
に
至
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
こ
と
が
で
き
、
上
記
の
と
お
り
、
本

件
自
動
車
の
登
録
名
義
を
備
え
て
お
ら
ず
、
破
産
法
上
、
別
除
権
者
と
し

て
の
地
位
が
認
め
ら
れ
な
い
Ｙ
に
と
っ
て
は
、
動
産
売
買
先
取
特
権
は
、

留
保
所
有
権
に
代
わ
り
、
法
定
担
保
物
権
と
し
て
、
被
担
保
債
権
の
保
全

手
段
と
な
り
得
る
余
地
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
動
産
売
買
先
取
特
権
を
実
行
す
る
に
は
、
民
事
執
行

法
１
９
０
条
所
定
の
手
続
が
必
要
で
あ
る
し
、
動
産
売
買
先
取
特
権
に
は

追
及
効
が
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
（
民
法
３
３
３
条
）、
担
保
目
的
物
に
対

す
る
債
務
者
の
処
分
権
限
は
制
限
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
債
権
担
保
の
確

実
性
と
い
う
面
で
は
、
抵
当
権
の
よ
う
な
強
い
効
力
を
有
す
る
と
は
い
え

ず
，
破
産
財
団
と
の
関
係
で
は
、
動
産
売
買
先
取
特
権
の
実
行
手
続
が
さ

れ
る
ま
で
は
、
担
保
目
的
物
は
一
般
債
権
の
引
当
財
産
と
混
在
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
、
本
件
で
は
、
Ｘ
が
破
産
手
続
開
始
を
申
し
立
て
る
予

定
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
Ｙ
が
本
件
自
動
車
の
引
渡
し
を
受
け
る
以
前
の

な
い
し
Ｙ
に
よ
る
留
保
所
有
権
の
実
行
は
、
破
産
法
１
６
２
条
１
項
１
号

イ
（
既
存
の
債
務
に
つ
い
て
さ
れ
た
債
務
の
消
滅
に
関
す
る
行
為
〔
代
物

弁
済
〕）
に
該
当
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
Ｙ
が
本
件
自
動
車
の
引
渡
し
を
受
け
た
こ
と
は
、
適
法

な
権
利
行
使
で
あ
る
旨
の
Ｙ
の
主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（2）
さ
ら
に
、
Ｙ
は
、
Ｙ
が
保
証
債
務
を
履
行
し
た
こ
と
に
よ
り
販
売
店
の

Ｘ
に
対
す
る
動
産
売
買
先
取
特
権
を
法
定
代
位
に
よ
り
取
得
し
、
当
該
動

産
売
買
先
取
特
権
は
、
本
件
自
動
車
引
揚
時
に
は
、
執
行
可
能
な
状
態
に

あ
り
、
Ｙ
に
よ
る
本
件
自
動
車
の
引
揚
げ
、
換
価
、
充
当
行
為
は
、
当
該

動
産
売
買
先
取
特
権
を
行
使
し
た
も
の
と
同
様
に
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
、
保
証
債
務
を
履
行
し
た
範
囲
内
で
担
保
目
的
物
で
あ
る
本
件
自
動
車

の
代
物
弁
済
を
受
け
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
有
害
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
偏

頗
的
債
務
消
滅
行
為
と
し
て
否
認
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
旨
を
主
張
す

る
。

　

な
る
ほ
ど
、
債
務
者
（
買
主
）
が
動
産
売
買
先
取
特
権
の
存
す
る
物
件

を
被
担
保
債
権
額（
売
買
代
金
額
）と
同
額
に
評
価
し
て
当
該
債
権
者（
売

主
）
に
代
物
弁
済
に
供
す
る
行
為
は
、
売
買
当
時
に
比
し
代
物
弁
済
当
時

に
当
該
物
件
の
価
格
が
増
加
し
て
い
な
い
限
り
、
他
の
破
産
債
権
者
を
害

す
る
行
為
に
当
た
ら
な
い
し（
最
高
裁
昭
和
41
年
判
決
）、動
産
の
売
主
が
、

買
主
か
ら
動
産
売
買
先
取
特
権
の
目
的
物
で
あ
る
動
産
を
売
買
代
金
債
権

の
代
物
弁
済
と
し
て
譲
り
受
け
て
も
、
そ
の
弁
済
額
の
範
囲
内
に
お
い
て

は
、
そ
の
代
物
弁
済
は
他
の
債
権
者
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
（
最
高
裁

昭
和
53
年
判
決
）
と
解
さ
れ
、
一
般
に
、
破
産
手
続
開
始
前
に
Ｘ
が
担
保
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る
。）
の
ほ
か
督
促
費
用
（
２
１
０
円
）
に
も
充
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
動
産
売
買
先
取
特
権
の
被
担
保
債
権
の
範
囲
を
超
え
る
額
を
回

収
し
た
と
い
え
る
こ
と
、
Ｙ
は
、
引
渡
断
行
の
仮
処
分
命
令
を
得
て
本
件

自
動
車
の
引
渡
し
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
、
動
産
売
買
先
取
特
権
の
実
行

に
は
、
担
保
権
者
が
目
的
動
産
の
引
渡
し
を
受
け
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
（
民
事
執
行
法
１
９
０
条
）
に
照
ら
せ
ば
、
法
定
代
位
に
よ

り
動
産
売
買
先
取
特
権
が
Ｙ
に
移
転
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
上
記
の

よ
う
な
債
権
回
収
が
さ
れ
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
Ｙ
が
行
使
し
た

の
は
、
専
ら

4

4

、
本
件
契
約
に
基
づ
く
留
保
所
有
権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
本
件
自
動
車
に
対
す
る
動
産
売
買
先
取
特
権
を
実
行
す

る
こ
と
が
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

Ｙ4

が
こ
れ
を
実

4

4

4

4

4

行
せ
ず

4

4

4

、
破
産
法
上
、
別
除
権
者
と
し
て
の
地
位
が
認
め
ら
れ
な
い
留
保

所
有
権
を
行
使
し
た
こ
と
に
有
害
性
が
な
い
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、

Ｙ
の
主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４　

争
点
（2）
（
本
件
自
動
車
の
価
額
は
い
く
ら
か
）
に
つ
い
て

（1）
…
Ｙ
は
、
引
渡
し
を
受
け
た
本
件
自
動
車
を
売
却
し
て
い
る
か
ら
、
本

件
自
動
車
を
破
産
財
団
に
返
還
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
Ｘ
は
、
Ｙ
に
対
し
、

本
件
自
動
車
の
価
額
賠
償
を
求
め
得
る
に
と
ど
ま
る
。

【
評
釈
】

１　

本
判
決
の
構
造
及
び
分
析

　

ま
ず
、
争
点
（1）
ア
で
は
、「
所
有
権
は
Ｙ
に
留
保
」
と
い
う
契
約
内
容

時
点
に
お
い
て
、
仮
に
、
本
件
自
動
車
の
特
定
や
所
在
の
把
握
、
動
産
売

買
先
取
特
権
の
存
在
を
証
す
る
文
書
の
提
出
に
そ
れ
ほ
ど
の
困
難
を
要
し

た
と
は
い
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
Ｙ
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
本
件
自
動
車

に
対
す
る
動
産
売
買
先
取
特
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
な
状
態
に
あ
っ

た
と
し
て
も
、
現
実
に
は
、
Ｙ
は
、
本
件
契
約
の
約
定
に
従
っ
て
留
保
所

有
権
を
行
使
し
、
引
渡
し
を
受
け
た
本
件
自
動
車
を
第
三
者
に
売
却
し
て

代
位
弁
済
額
及
び
督
促
費
用

4

4

4

4

に
充
当
す
る
に
至
っ
て
い
る
。そ
う
す
る
と
、

か
か
る
状
態
に
至
れ
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
も
は
や
動
産
売
買
先
取
特
権
を
行
使
で
き
る
余

4

4

4

4

4

4

地
は
な
く

4

4

4

4

な
る
か
ら
、
留
保
所
有
権
の
行
使
を
動
産
売
買
先
取
特
権
の
実

行
と
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
上
記
の
と
お
り
、
Ｙ
に
よ
る
留
保

所
有
権
の
行
使
は
、
破
産
法
上
、
別
除
権
者
と
し
て
の
地
位
が
認
め
ら
れ

な
い
担
保
権
を
実
行
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
本
件
自
動
車
が

一
般
債
権
の
引
当
て
と
し
て
期
待
で
き
な
い
状
況
は
生
じ
な
く
な
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｙ
が
法
定
代
位
に
よ
り
取
得
し
た

本
件
自
動
車
に
対
す
る
動
産
売
買
先
取
特
権
の
行
使
が
、
仮
に
可
能
な
状

態
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
有
害
性
を
否
定
す
る
根
拠
に
は
な

ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
も
、本
件
で
は
、Ｙ
が
Ｘ
に
対
し
て
有
し
て
い
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
利
用
代
金
の
残
債
権
…
も
本
件
自
動
車
に
よ
っ
て
弁
済
す
る
旨
が
約

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
…
、
動
産
売
買
先
取
特
権
の
被
担
保
債
権
は
、
動
産

の
代
価
及
び
そ
の
利
息
で
あ
る
と
こ
ろ
（
民
法
３
２
１
条
）、
Ｙ
は
、
…

本
件
自
動
車
の
売
却
代
金
を
代
位
弁
済
額
（
そ
の
中
に
は
、
割
賦
元
金
の

ほ
か
、
本
来
の
動
産
の
代
価
に
含
ま
れ
な
い
割
賦
手
数
料
も
含
ま
れ
て
い
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を
先
取
特
権
に
求
め
る
と
し
て
も
後
述
す
る
問
題
が
あ
る
（
本
判
決
の
実

質
的
な
問
題
点
も
後
述
す
る
）。

　

次
に
、
争
点
（1）
ウ
に
お
い
て
は
、
Ｙ
に
先
取
特
権
が
帰
属
す
る
理
由
と

し
て
「
法
定
代
位
」
を
明
言
す
る
。
つ
ま
り
、
原
債
権
で
あ
る
割
賦
金
債

権
が
Ｙ
に
移
転
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
平
成
22
年
判
決

を
根
拠
に
挙
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
Ｙ
に
は
求
償
権
と
原
債
権
が
帰

属
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
平
成
22
年
判
決
の
射
程
が
及
ぶ
、
つ
ま
り

反
対
に
言
う
と
、
平
成
22
年
判
決
は
、
原
債
権
で
は
な
く
求
償
権
が
行
使

さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
の
み
判
断
さ
れ
た
、と
い
う
理
解
が
前
提
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、最
高
裁
平
成
23
年
11
月
22
日
民
集
65
巻
８
号
３
１
６
５
頁
は
、

「
求
償
権
の
行
使
が
倒
産
手
続
に
よ
る
制
約
を
受
け
る
と
し
て
も
、
当
該

手
続
に
お
け
る
原
債
権
の
行
使
自
体
が
制
約
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
原
債

権
の
行
使
が
求
償
権
と
同
様
の
制
約
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
」
と
判
示

し
た
。
こ
れ
を
基
に
す
る
と
、
求
償
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
信
販
会
社
の

登
録
が
別
除
権
行
使
と
し
て
必
要
と
い
う
制
約
を
受
け
た
と
し
て
も
、
原

債
権
の
行
使
つ
ま
り
先
取
特
権
に
よ
る
優
先
は
否
定
さ
れ
な
い
、
と
い
う

帰
結
が
導
か
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
原
債
権
・
代
位
弁
済
額
を
上

回
っ
た
部
分
で
あ
る
「
督
促
費
用
（
２
１
０
円
）（

４
）」

で
あ
る
（
こ
の
点
も

平
成
22
年
判
決
の
事
案
と
異
な
る
）。
ま
た
、
争
点
（1）
ウ
の
後
半
に
お
い

て
も
督
促
費
用
と
割
賦
手
数
料
へ
の
充
当
が
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
回
収
に
関
す
る
費
用
は
元
来
は
Ｘ
が
販
売
店
に

対
し
て
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
割
賦
代
金
債
権
に
従
た
る
性
質
の
も

か
ら
、「
所
有
権
留
保
が
債
権
目
的
の
た
め
」に
設
定
さ
れ
た

4

4

4

4

4

と
認
定
す
る
。

そ
し
て
、「
そ
う
す
る
と
」
と
し
て
、
平
成
22
年
判
決
に
依
拠
し
「
破
産

手
続
き
と
の
関
係
で
は
別
除
権
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
る
『
べ
き
』」
と
判

示
し
、「
Ｘ
の
責
任
財
産
を
構
成
し
な
い
」
と
い
う
Ｙ
の
主
張
を
採
用
し

な
か
っ
た
。

　

平
成
22
年
判
決
は
別
除
権
の
行
使
に
つ
い
て
述
べ
た
が
財
産
の
帰
属
に

つ
い
て
明
示
し
て
い
な
い
と
す
る
と
、
本
判
決
で
は
代
金
を
完
済
し
て
い

な
い
買
主
Ｘ
に
所
有
権
が
帰
属
す
る
こ
と
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
。
も
っ
と
も
、
判
決
文
で
は
所
有
権
に
関
す
る
留
保
や
合
意
と

い
う
語
で
は
な
く
「
設
定
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

買
主
に
所
有
権
が
移
転
し
た
上
で
動
産
担
保
権
が
設
定
さ
れ
た
と
の
法
律

構
成
が
採
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
争
点
（1）
イ
で
「
留

保
所
有
権
」
が
Ｙ
の
み
に
帰
属
す
る
こ
と
を
述
べ
つ
つ
、
争
点
（1）
ウ
で
動

産
売
買
先
取
特
権
が
Ｙ
に
帰
属
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

全
体
を
整
合
的
に
解
す
る
に
は
、
所
有
権
留
保
の
法
性
決
定
と
し
て
、
買

主
に
所
有
権
が
完
全
に
移
転
し
、
売
主
に
は
担
保
権
（
留
保
所
有
権
）
が

設
定
さ
れ
た
と
の
構
成
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

し
か
し
、「
担
保
と
し
て
留
保
さ
れ
た
権
利
以
外
の
実
質
的
な
所
有
権

を
取
得
（
Ｘ
の
主
張
）」
で
あ
れ
ば
、
買
主
の
責
任
財
産
は
期
待
権
で
あ

り（
３
）、

物
の
価
値
全
体
を
責
任
財
産
と
す
る
の
は
「
担
保
と
し
て
留
保
さ
れ

た
権
利
以
外
」
と
矛
盾
す
る
。
さ
ら
に
、
現
行
法
体
系
か
ら
す
る
と
、
当

事
者
間
は
と
も
か
く
、
担
保
権
者
の
第
三
者
に
対
す
る
優
先
弁
済
権
の
根

拠
と
し
て
所
有
権
（
そ
の
要
素
）
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
根
拠
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判
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
同
２
条
の
「
販
売
店
又
は
」
は
割
賦
販
売

契
約
条
項
の
み
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
想
定
し
た
文
言
と
解
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
契
約
書
は
Ｙ
に
よ
る
保
証
を
前
提
と

し
、
そ
の
た
め
の
割
賦
販
売
契
約
で
あ
り
、
割
賦
販
売
契
約
の
み
を
用
い

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
契
約
書
で
は
な
い
。

　

本
判
決
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
件
契
約
の
効
力
発
生
で
Ｙ
に
留
保
所

有
権
が
移
転
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
共
通
条
項
２
条
で
承
諾
の
相
手
方
と
し

て
販
売
店
を
挙
げ
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
は
、
割
賦
金
は
支
払
っ
て
い
る

が
販
売
店
に
対
し
部
修
代
が
生
じ
た
場
合
に
留
保
所
有
権
で
担
保
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
判
決
文
中
の
事
実
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
本
件
契
約
書
の
割
賦
販
売
契
約
・
保
証
委
託
契
約
共
通
条
項

４
条
（
自
動
車
に
よ
る
弁
済
）
は
、「
Ｘ
が
任
意
に
本
件
自
動
車
を
返
還

し
な
い
と
き
は
、
販
売
店
又
は
Ｙ
は
任
意
に
本
件
自
動
車
を
引
き
揚
げ
る

こ
と
が
で
き
る
（
１
項
）」、「
充
当
後
、余
剰
金
が
あ
る
場
合
に
は
、Ｘ
は
、

こ
れ
を
、
本
件
自
動
車
に
関
し
、
販
売
店
に
対
し
て
負
担
す
る
頭
金
、
部

品
代
、
修
理
代
、
立
替
金
、
そ
の
他
の
債
務
に
つ
き
、
そ
の
弁
済
期
限
の

到
来
・
未
到
来
に
か
か
わ
ら
ず
、
販
売
店
に
対
す
る
当
該
債
務
の
い
ず
れ

の
弁
済
に
充
当
さ
れ
て
も
異
議
が
な
い
。（
４
項
）」
と
定
め
る（

７
）。

販
売
店

に
よ
る
自
動
車
の
引
揚
げ
及
び
自
動
車
の
余
剰
金
を
充
当
で
き
る
根
拠

（
留
保
所
有
権
）
は
、
注
文
書
に
記
載
さ
れ
て
お
り
（
判
決
が
指
摘
す
る

注
文
書
の
売
買
契
約
４
条
１
項
）、
確
認
し
た
と
こ
ろ
本
件
契
約
書
の
割

賦
販
売
契
約
条
項
に
は
何
ら
根
拠
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

新
車
の
販
売
に
お
い
て
は
、ま
ず
注
文
書
が
作
成
さ
れ
自
動
車
の
型
式
、

の
で
あ
る（

５
）。

し
た
が
っ
て
、
信
販
会
社
だ
か
ら
別
途
発
生
す
る
債
権
で
は

な
い
。
ま
た
、
督
促
費
を
独
自
の
別
債
権
と
し
て
処
遇
す
る
と
し
て
も
、

有
害
性
が
あ
る
の
は
２
１
２
万
２
４
１
０
円
の
２
１
０
円
部
分
の
み
で
あ

る
か
ら
、
結
論
の
妥
当
性
は
一
考
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
分
析
が
妥
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
判
決
は
、
法
定
さ
れ
て
い

な
い
動
産
担
保
権
と
全
く
同
じ
構
成
を
正
面
か
ら
採
用
す
る
異
例
な
も
の

で
あ
る
。「
設
定
者
の
財
産
だ
か
ら
担
保
に
な
る
」
こ
と
は
「
担
保
だ
か

ら
設
定
者
の
財
産
で
あ
る
」
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
所

有
権
移
転
時
期
を
め
ぐ
る
問
題
と
の
関
係
、
つ
ま
り
所
有
権
移
転
問
題
が

先
決
の
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、結
論
と
し
て
は
、原
債
権
の
範
囲
に
限
っ

て
は
法
定
代
位
の
趣
旨
が
生
か
さ
れ
る
の
が
、
売
主
と
代
位
弁
済
者
保
護

を
定
め
る
民
法
の
態
度
に
整
合
的
で
あ
る
と
考
え
る（

６
）。

　
２　

契
約
解
釈
に
つ
い
て

　

本
判
決
は
、
売
買
契
約
条
項
が
記
載
さ
れ
る
注
文
書
と
別
に
後
に
本
件

契
約
書
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
契
約
書
の
内
容
の
み
が
契
約
内

容
で
あ
り
、
留
保
所
有
権
（
担
保
権
）
は
、
Ｙ
と
販
売
店
に
選
択
的
に
帰

属
す
る
こ
と
を
述
べ
て
、Ｙ
の
主
張
で
あ
る
担
保
の
準
共
有
を
否
定
し
た
。

本
件
契
約
書
は
、
一
枚
の
様
式
の
中
に
割
賦
販
売
契
約
条
項
、
保
証
委
託

契
約
条
項
、
割
賦
販
売
契
約
・
保
証
委
託
契
約
共
通
条
項
の
順
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
判
決
は
、
割
賦
販
売
契
約
・
保
証
委
託
契
約
共

通
条
項
２
条
（
善
管
注
意
義
務
）
で
は
承
諾
の
相
手
方
が
「
販
売
店
又
は

Ｙ
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
Ｙ
の
み
が
留
保
所
有
権
者
と
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３　

先
取
特
権
と
の
関
係
に
つ
い
て

　

争
点
（1）
ウ
（2）
２
段
落
目
に
あ
る
よ
う
に
、
先
取
特
権
が
行
使
可
能
な
状

態
で
な
さ
れ
た
代
物
弁
済
に
は
有
害
性
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
Ｘ
は
最

判
平
成
９
年
12
月
18
日
民
集
51
巻
10
号
４
２
１
０
頁
を
挙
げ
て
反
論
し
た

が
本
判
決
で
は
取
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
）。
そ
こ
で
、
Ｙ
は
代
物
弁
済
自

体
に
問
題
が
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、「
動
産
売
買
先
取
特
権
を
行
使

し
た
」
と
同
様
の
評
価
可
能
性
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
で

は
、「
か
か
る
状
態
に
至
れ
ば
、
も
は
や
先
取
特
権
を
行
使
で
き
る
余
地

は
な
く
な
る
か
ら
、
…
留
保
所
有
権
の
行
使
を
動
産
売
買
先
取
特
権
の
実

行
と
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」と
判
断
し
た
。
実
質
的
な
理
由
は「
一

般
債
権
の
引
当
て
と
し
て
期
待
で
き
な
い
か
ら
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
判

決
文
の
理
解
は
困
難
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
実
行
完
了
に
よ
り
目
的
物
自
体
が
な
い
か
ら
」
と
い
う
理
解

は
採
れ
な
い
。
通
常
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
Ｙ
の
主
張
に
応
接
し
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、「
留
保
所
有
権
（
担
保
権
）
と
動
産
売
買
先
取

特
権
は
選
択
的
に
行
使
で
き
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、「
余
地
は
な
く
な
る
」
と
ま
で
の
表
現
に
適
合
的
で
は
な
い
。
そ

し
て
、
争
点
（1）
ウ
（1）
冒
頭
で
「
仮
処
分
の
執
行
と
し
て
」
と
述
べ
て
い
る

こ
と
、
及
び
、
（2）
の
４
段
落
目
で
民
事
執
行
法
１
９
０
条
に
触
れ
る
こ
と

か
ら
、「
執
行
方
法
が
違
う
か
ら
」
あ
る
い
は
「
別
の
執
行
方
法
を
選
択

し
た
か
ら
」
と
い
う
理
由
が
考
え
ら
れ
る（

８
）。

し
か
し
、
Ｘ
が
自
動
車
の
引

揚
げ
に
任
意
に
応
じ
た
場
合
は
射
程
外
と
な
る
し
、
執
行
手
続
を
採
っ
た

者
が
不
利
に
扱
わ
れ
る
の
は
お
か
し
い
。
さ
ら
に
、
５
段
落
目
の
「
し
か

オ
プ
シ
ョ
ン
等
の
選
定
、
代
金
が
確
定
さ
れ
、「
頭
金
」
が
支
払
わ
れ
る
。

ま
た
、現
金
払
の
際
は
他
に
契
約
書
に
該
当
す
る
文
章
は
作
成
さ
れ
な
い
。

そ
し
て
、
製
造
メ
ー
カ
ー
系
列
の
信
販
会
社
を
利
用
す
る
場
合
は
、
別
途
、

信
販
会
社
と
の
契
約
が
必
要
と
な
る
た
め
、
注
文
書
に
文
言
の
追
加
や
内

容
変
更
が
必
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
割
賦
販
売
法
及
び
特
定
商
取
引
法
に

基
づ
く
書
面
の
交
付
が
必
要
と
な
る
（
契
約
書
冒
頭
に
そ
の
旨
の
記
載
が

あ
る
）。

　

注
文
書
で
目
的
物
が
指
定
さ
れ
代
金
が
確
定
し
頭
金
の
支
払
い
は
そ
の

履
行
で
あ
る
こ
と
、
本
件
契
約
書
に
全
て
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
注

文
書
に
記
さ
れ
る
「
別
途
契
約
書
を
作
成
す
る
場
合
に
は
そ
の
約
款
に
よ

る
」
と
は
変
更
部
分
を
指
す
こ
と
、
本
件
契
約
書
は
注
文
書
の
販
売
店
留

保
所
有
権
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
注
文
書
と
本
件
契
約

書
は
選
択
的
関
係
で
は
な
く
、
必
要
部
分
の
上
書
き
・
修
正
的
な
関
係
で

あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
に
販
売
店
が
有
す
る
留
保
所
有

権
が
準
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
一
部
弁
済
に
よ
る
代
位
の
状

態
）。

　

な
お
、
Ｙ
が
保
証
債
務
を
履
行
し
た
以
降
は
、
択
一
的
に
Ｙ
の
み
に
所

有
権
が
帰
属
す
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
契
約

内
容
に
反
す
る
こ
と
、
保
証
債
務
履
行
後
に
Ｘ
が
販
売
店
に
部
修
代
を
負

担
し
て
い
た
と
き
は
販
売
店
に
担
保
の
必
要
が
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
（
部
修
代
は
根
担
保
で
あ
る
か
ら
現
に
債
権
が
生
じ
て
い
る
か
ど
う
か

は
影
響
し
な
い
）。
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有
権
の
行
使
の
有
害
性
は
独
自
に
審
査
す
べ
き
だ
か
ら
、
先
取
特
権
の
存

在
は
影
響
し
な
い
と
判
断
し
た
と
解
さ
れ
る
。

　

所
有
権
留
保
と
動
産
売
買
先
取
特
権
を
択
一
的
に
位
置
づ
け
る
前
提
で

あ
る
所
有
権
が
売
主
に
帰
属
す
る
と
の
理
解
を
採
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

と
り
わ
け
、
当
事
者
の
約
定
で
あ
る
「
所
有
権
の
留
保
」
を
後
か
ら
担
保

権
設
定
構
成
と
処
遇
す
る
際
は
、
正
面
か
ら
先
取
特
権
と
所
有
権
留
保
の

関
係
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る（

９
）。

例
え
ば
、
先
取
特
権
は
あ
る
が
所
有
権
留

保
が
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
法
、
先
取
特
権
は
な
い
が
所
有
権
留
保
を
規
定

し
た
ド
イ
ツ
法
と
い
う
比
較
か
ら
は
、
わ
が
国
の
所
有
権
留
保
は
先
取
特

権
の
存
在
を
前
提
に
売
却
物
を
弁
済
に
充
て
る
合
意
の
対
外
効
の
確
保
を

狙
っ
た
合
意
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う（

10
）。

４　

残
さ
れ
た
問
題
│
先
取
特
権
の
復
活
と
物
上
代
位
権
の
行
使
に
つ
い

て
　

本
判
決
は
、先
取
特
権
の
帰
属
を
認
め
つ
つ
行
使
は
で
き
な
い
と
す
る
。

Ｘ
か
ら
Ｙ
へ
の
自
動
車
に
よ
る
弁
済
に
つ
き
有
害
性
が
認
め
ら
れ
る
と
本

来
で
あ
れ
ば
自
動
車
が
Ｘ
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
目

的
物
が
設
定
者
の
元
に
戻
っ
た
場
合
、
改
め
て
先
取
特
権
の
行
使
は
可
能

と
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
仮
に
本
件
に
お
い
て
自
動
車

が
Ｘ
に
返
還
さ
れ
る
と
す
る
と
、
本
判
決
の
判
決
文
に
よ
っ
て
執
行
が
可

能
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
再
び
代
物
弁
済
が
な
さ
れ
た
場
合
は
有
害
性
が

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
既
に
自
動
車
が
Ｙ
に
よ
り
売
却
さ
れ
て
い
た
と
き
は
、
有
害

も
」
以
降
は
、
ど
ち
ら
の
権
利
が
行
使
さ
れ
た
の
か
と
い
う
判
断
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
Ｙ
の
主
張
は
「
引
き
揚
げ
は
先
取
特
権
者
へ

の
代
物
弁
済
と
評
価
し
得
る
」
で
あ
り
、「
留
保
所
有
権
の
行
使
を
先
取

特
権
の
行
使
と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
」で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

「
か
か
る
状
態
に
至
れ
ば
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
判
決
は
、

Ｙ
の
行
為
態
様
や
禁
反
言
的
な
主
張
を
問
題
視
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
直
前
の
「
現
実
に
は
」
の
前
後
、
５
段
落
目
の
「
専
ら
」、
及
び

６
段
落
目
の
「
困
難
で
は
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
Ｙ
が
こ
れ
を
実
行
せ

ず
」
の
表
現
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
執
行
裁
判
所
が
所
有
権
留
保
の
合
意
に
基
づ
き

民
事
執
行
法
１
９
０
条
の
手
続
を
採
っ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ

う
な
実
務
が
定
着
し
て
お
り
執
行
手
続
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
期
待
可
能

性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
約
定
で
簡
易
な
執
行
方
法
を
予
め
合
意

し
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
を
選
択
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
り
、
敢
て
執
行

裁
判
所
に
対
し
て
手
続
を
採
ら
な
い
こ
と
が
責
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
と
は

思
わ
れ
な
い
。
Ｙ
は
、
Ｘ
の
破
産
手
続
開
始
決
定
前
の
平
成
26
年
１
月
21

日
に
引
渡
認
容
判
決
ま
で
得
て
い
る
が
、
こ
れ
は
無
意
味
に
な
る
の
だ
ろ

う
か
。
さ
ら
に
、
先
取
特
権
を
行
使
す
る
「
意
図
・
予
定
が
な
か
っ
た
」

と
い
う
だ
け
で
法
定
担
保
物
権
の
保
護
法
益
を
否
定
し
て
も
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
不
可
能
を
強
い
る
理
由
で
あ
る
こ
と
を
裁
判
所
も
認
識

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
一
応
、
留
保
所
有
権
と
先
取
特
権
は
別
の
権
利
で

あ
り
、
意
識
的
に
留
保
所
有
権
を
実
行
し
た
以
上
、
先
取
特
権
の
行
使
と

し
て
扱
う
こ
と
や
類
推
的
に
処
理
す
る
の
に
は
否
定
的
で
あ
り
、
留
保
所



33 － 製造メーカー系列の信販会社による所有権留保を利用した自動車販売において、所有権留保の実行後に買主が破産したときに、自動車が破産者の責任財産を構成し、信販会社は先取特権を有するが留保所有権の行使に有害性を認めた事例（田村）

加
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
な
お
、
金
法
２
０
５
６
号
に
は
、
本
判
決
に
続
け
て

新
約
款
に
つ
き
信
販
会
社
の
主
張
を
認
め
た
札
幌
高
判
平
成
28
年
11
月
22

日
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
３
） 　

具
体
的
な
内
容
と
し
て
伊
藤
・
前
掲
が
検
討
す
る
。

（
４
） 　

本
件
契
約
書
12
条
（
費
用
等
の
負
担
）
は
２
項
で
「
Ｘ
は
、
Ｘ
又
は
連

帯
保
証
人
の
賦
払
金
の
支
払
遅
滞
に
よ
り
販
売
店
又
は
Ｙ
が
Ｘ
又
は
連
帯

保
証
人
の
預
金
口
座
振
替
に
つ
い
て
金
融
機
関
に
再
度
口
座
振
替
の
依
頼

を
し
た
場
合
に
は
、
再
振
替
手
数
料
と
し
て
振
替
手
続
回
数
１
回
に
つ
き

２
１
０
円
（
う
ち
税
10
円
）、
Ｘ
又
は
連
帯
保
証
人
に
振
込
用
紙
を
送
付
し

た
場
合
に
は
、
振
込
用
紙
送
付
手
数
料
と
し
て
送
付
回
数
１
回
に
つ
き

２
１
０
円
（
う
ち
税
10
円
）
を
、
別
に
支
払
う
。」
と
規
定
す
る
こ
と
が
判

決
文
中
の
事
実
で
揚
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
販
売
店
が
挙
が
っ
て
い

る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（
５
） 　

閲
覧
す
る
こ
と
の
で
き
た
札
幌
高
判
平
成
29
年
３
月
23
日
で
も
、
回
収

費
用
は
民
法
４
８
５
条
の
問
題
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
６
） 　

売
主
と
融
資
者
は
、
相
手
方
の
責
任
財
産
を
増
や
す
こ
と
、
担
保
の
徴

求
が
可
能
な
こ
と
、
契
約
締
結
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
と
い
う
点

で
は
同
列
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
動
産
売
買
先
取
特
権
が
法
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
経
済
活
動
の
中
心
で
あ
る
売
買
を
保
護
す
る
姿
勢
と
解

さ
れ
る
。
ま
た
、
敢
て
第
三
者
弁
済
し
た
者
の
要
保
護
性
は
検
討
の
余
地

が
あ
る
が
、
本
件
の
よ
う
に
販
売
店
の
債
権
・
担
保
管
理
を
製
造
メ
ー
カ
ー

系
列
の
信
販
会
社
が
引
受
け
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
、
機
能
分

化
で
あ
る
か
ら
、
信
販
会
社
は
販
売
店
と
同
様
の
保
護
性
が
あ
る
。
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
批
判
」
及
び
伊
藤
和
規
「
自
動
車
メ
ー

カ
ー
系
販
売
金
融
会
社
の
留
保
所
有
権
と
倒
産
手
続
で
の
処
遇
に
関
す
る

性
の
あ
る
自
動
車
に
よ
る
弁
済
は
、
あ
る
種
の
滅
失
と
評
価
す
る
こ
と
が

可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｘ
か
ら
Ｙ
に
対
す
る
「
本
件

自
動
車
の
価
額
賠
償
」
に
つ
い
て
、
Ｙ
は
物
上
代
位
権
を
行
使
で
き
る
余

地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、自
身
へ
の
差
押
手
続
が
可
能
か
、

仮
に
物
上
代
位
を
認
め
る
と
実
質
的
に
動
産
売
買
先
取
特
権
に
占
有
権
原

を
認
め
る
に
等
し
く
な
る
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
し
か
し
、
手
続
が
な

い
た
め
に
実
体
法
上
の
権
利
が
実
現
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
特
に
担
保

権
設
定
構
成
に
お
い
て
は
、
端
的
に
自
動
車
に
よ
る
弁
済
に
つ
き
有
害
性

を
否
定
す
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
検
討
す
べ
き
点
は
、
ま
だ
多
く

残
っ
て
い
る
。

（
１
） 　

議
論
状
況
や
子
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
批
判
」
広
法
40
巻
１
号
21
頁
を

参
照
。
な
お
、「
信
販
会
社
に
よ
る
所
有
権
留
保
を
活
用
し
た
自
動
車
販
売

の
法
的
検
討
に
お
け
る
留
意
点
」
広
法
40
巻
２
号
１
頁
に
お
い
て
、
検
討

の
前
提
と
な
る
新
車
の
自
動
車
販
売
の
実
態
及
び
登
録
制
度
の
意
義
に
つ

い
て
指
摘
し
た
。
拙
稿
以
降
の
も
の
と
し
て
、
田
高
寛
貴
「
倒
産
手
続
に

お
け
る
三
者
間
所
有
権
留
保
」
金
法
２
０
５
３
号
24
頁
、
伊
藤
和
規
「
別

除
権
行
使
が
否
定
さ
れ
た
場
合
の
倒
産
手
続
で
の
所
有
権
留
保
自
動
車
の

処
遇
│
最
二
小
判
平
22
・
６
・
４
以
後
に
残
さ
れ
た
課
題
」
金
法
２
０
５
５

号
36
頁
。「
特
集  

自
転
車
の
留
保
所
有
権
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
事
業
再
生

と
債
権
管
理
１
５
５
号
。

（
２
） 　

田
髙
・
前
掲
参
照
。
Ｔ
Ｋ
Ｃ
等
の
判
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
新
た
に
追
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考
察
│
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
特
質
を
踏
ま
え
て
│
」
金
法
２
０
５
２
号
18

頁
。

（
７
） 　

そ
の
他
に
も
、
判
決
文
中
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
11
条
で
は
販

売
店
と
Ｘ
と
の
間
で
の
充
当
順
序
を
、
12
条
で
は
販
売
店
又
は
信
販
会
社

へ
の
支
払
時
の
費
用
負
担
を
、
13
条
で
は
販
売
店
又
は
信
販
会
社
へ
の
支

払
を
停
止
で
き
る
事
由
を
規
定
す
る
。

（
８
） 　

そ
の
他
に
「
督
促
費
用
」
を
回
収
し
た
と
い
う
点
が
重
要
な
よ
う
に
も

思
え
る
が
、
次
の
段
落
の
「
し
か
も
」
以
下
で
督
促
費
用
が
強
調
さ
れ
て

い
る
点
と
整
合
的
で
は
な
い
。

（
９
） 　

む
し
ろ
先
取
特
権
を
法
定
所
有
権
留
保
と
し
て
両
者
の
関
係
を
論
じ
る

も
の
と
し
て
、
鈴
木
禄
彌
『
物
的
担
保
制
度
の
分
化
』
創
文
社
（
１
９
９
２

年
）
７
４
８
頁
以
下
（
初
出
１
９
８
３
年
）、
河
野
玄
逸
「
動
産
売
買
先
取

特
権
の
射
程
距
離
（
上
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
２
９
４
号
10
頁
。

（
10
） 　

従
来
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
提
唱
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
学
説

に
つ
い
て
は
拙
稿
『
所
有
権
留
保
の
法
理
』
信
山
社
（
２
０
１
２
年
）

２
６
９
頁
以
下
。
目
的
物
の
範
囲
で
は
な
く
担
保
と
し
て
の
所
有
権
留
保

で
あ
る
か
ら
、
単
に
「
所
有
権
の
留
保
」
で
は
な
く
、「
売
却
物
を
持
っ
て

弁
済
に
充
て
る
」
と
い
う
合
意
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
４
条
の
自
動

車
に
よ
る
弁
済
は
、
所
有
権
留
保
条
項
と
は
独
立
し
て
お
り
、
４
条
の
規

定
が
な
く
て
も
所
有
権
留
保
に
よ
る
実
行
は
可
能
で
あ
る
か
ら
、
４
条
は

所
有
権
留
保
の
実
行
に
限
ら
な
い
独
立
し
た
代
物
弁
済
の
規
定
で
あ
る
。

　

脱
稿
後
に
伊
藤
眞
「
最
二
小
判
22
・
６
・
４
のN

achleuchten

（
残
照
）」
金
法

２
０
６
３
号
36
頁
に
接
し
た
。


